


























































































　アウフタクト 3拍目を第 3音の抜けた h-mollのⅡ度 11ととると、サブドミナントの
領域から調の隠蔽が画策されていたことが窺えるが、Fis音を繋留ととるか否かの推断に
よって機能の相違が生じる。第 1小節 2拍目はE音省略を前提とするとナポリのⅱ調だが、











































































































　続く動機 fは縮小された動機 bと、動機 dと同様の変形された動機 aによっている。つ






　一見動機 a～ cとは隔絶した印象の強い動機 gであるが、6連符後半が動機 aの音程と











































　第 45小節の 6連符の音形はⅢ－ 1で取り扱った手法であり、
〔譜例 21〕
　本来 6番目にくるべき音を 1番目に置き、その後は原形をとどめさせている。これを






























































































　動機 bと動機 cの反行形による。下降音形を持つ縮小された動機 bが上行するにつれ
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